
日米貿易協定の合意に伴う北海道における影響
中間取りまとめ（案） 概要

主な品目への影響

品目 主な合意の概要 想定される主な影響

輸
入

小麦

○ 国家貿易制度、枠外税率を維持

○ マークアップを削減
○ 米国枠を新設

○ 国家貿易制度の維持により、輸入増加
は見込み難い

○ マークアップの削減に伴い、国産価格の
低下が懸念

甘味資源
作物(てん菜、

でん粉原料用
馬鈴しょ)

○ 糖価調整制度を維持

○ 米国枠を新設

○ 糖価調整制度が維持され、米国からの
輸入量も少量となっているため、特段の
影響は見込み難い

牛肉

○ 長期の関税削減期間を確保

○ 輸入急増に対するセーフガード
を措置

○ 肉質面で競合する乳用種や交雑種を中
心に国産価格の低下が懸念

○ TPP11協定のセーフガードの修正が必要

豚肉

○ 長期の関税削減期間を確保

○ 輸入急増に対するセーフガード
を措置

○ 長期的には、需給緩和と国産価格の低
下が懸念

○ TPP11協定のセーフガードの修正が必要

脱脂粉乳
・バター

○ 国家貿易制度を維持
○ 新たな米国枠は設定しない

○ 国家貿易制度の維持により、特段の影
響は見込み難い

ホエイ

○ 長期の関税撤廃期間を確保

○ 輸入急増に対するセーフガード
を措置

○ ホエイと競合する脱脂粉乳の需給緩和
と国産脱脂粉乳の価格の低下が懸念

○ TPP11協定のセーフガードの修正が必要

チーズ
○ ハード系チーズ：長期の関税撤
廃期間を確保

○ 関税の段階的削減に伴い、プロセス原
料用の輸入増が懸念

ワイン ○ ボトルワイン：段階的に関税撤廃 ○ 道産ワインの売上減少が懸念

加工調製
品・菓子

○ 段階的に関税削減・撤廃 ○ 国産製品の売上減少が懸念

輸
出

ながいも ○ 段階的に関税削減 ○ 輸出の増加が期待

メロン
○ 関税撤廃または段階的に関税削
減 ※品種、輸入時期により異なる

○ 輸出の増加が期待

牛肉
○ 複数国枠へのアクセスを確保
（実質的な輸出枠が拡大）

○ 輸出の増加が期待

日本酒・
ワイン

○ 地理的表示の保護に向けた検
討など、非関税措置を約束

○ 道産酒類の販路拡大を有利に進められ
る可能性
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